


　
　
　

教
育
は
人
生
と
い
う
冒
険
へ
の
訓
練
で
あ
り
、
研
究
は
知
的
な
冒
険
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　
　
　

大
学
は
若
者
と
老
人
と
が
相
携
え
て
参
加
す
る
冒
険
の
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ
・
Ｎ
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド　

（
久
保
田
信
之
訳
『
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
教
育
論
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
二
年
）
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は
じ
め
に

大
学
の
現
状
に
つ
い
て
社
会
の
多
方
面
か
ら
多
様
な
批
判
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
大
学
の
内
部
か
ら
も

教
育
研
究
と
大
学
経
営
に
つ
い
て
、
危
機
感
の
あ
る
提
言
や
改
革
の
た
め
の
努
力
が
最
近
伝
え
ら
れ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
八
歳
人
口
の
進
学
率
が
五
〇
％
を
超
え
た
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）

年
以
降
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
、
大
学
大
衆
化
時
代
に
、
大
学
は
受
け
入
れ
た
学
生
を
社
会
の
期

待
す
る
人
材
に
教
育
し
て
い
る
の
か
、
学
生
は
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
深

刻
で
基
本
的
な
疑
問
が
生
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
一
八
歳
人
口
減
少
の
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
確
実
に
大

学
の
存
続
の
危
機
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
の
に
、
有
効
な
手
立
て
が
見
つ
か
ら
な
い
。
急
場
し
の
ぎ
と
わ

か
っ
て
い
て
も
、
入
学
生
募
集
の
案
内
や
施
設
設
備
の
改
善
等
に
活
路
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

大
学
は
国
・
公
・
私
立
あ
わ
せ
て
七
七
七
大
学
、
短
期
大
学
は
三
四
一
大
学
で
、
計
一
一
一
八
大
学
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
困
難
や
課
題
に
直
面
し
、
苦
闘
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
模
範
解
答
は
ど
こ
に

も
な
い
の
で
あ
る
。

大
学
財
政
は
逼
迫
し
、
授
業
料
等
の
学
生
納
付
金
の
増
額
は
困
難
で
、
国
立
大
学
へ
の
経
常
費
補
助
金
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は
毎
年
減
額
さ
れ
、
私
立
大
学
へ
の
私
学
助
成
は
頭
打
ち
の
現
状
で
あ
る
。
な
ん
と
か
人
件
費
の
抑
制
に

よ
っ
て
教
育
研
究
費
の
増
額
を
は
か
ろ
う
と
し
て
、
労
使
関
係
が
悪
化
す
る
。
な
ど
な
ど
、
枚
挙
に
暇
の

な
い
程
に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
な
か
で
、
大
学
は
ど
の
よ
う
に
存
続
し
発
展
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
現
状
に
あ
る
。

こ
の
大
学
の
閉
塞
感
と
同
じ
く
、
社
会
全
体
を
覆
う
未
来
へ
の
危
機
感
と
、
現
状
へ
の
不
安
感
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
活
路
を
見
付
け
て
い
く
か
が
、
日
本
の
社
会
の
緊
迫
し
た
課
題
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
小
手

先
の
あ
れ
や
こ
れ
や
は
、
事
態
を
混
迷
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
常
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
基
本
に
立
ち
返
っ

て
考
え
よ
う
と
し
て
、『
こ
の
大
学
の
経
営
管
理
―
―
原
論
の
試
み
』
に
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。

基
本
に
立
ち
返
る
と
い
う
意
味
は
、
社
会
の
な
か
に
あ
る
大
学
の
存
在
と
は
何
か
を
確
認
す
る
こ
と
で

あ
り
、
な
ぜ
大
学
は
存
続
す
る
こ
と
が
必
然
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
教
育
研
究

活
動
を
活
性
化
し
て
、
得
ら
れ
た
知
見
を
社
会
に
還
元
す
る
役
割
を
持
つ
大
学
の
、
創
立
か
ら
現
在
ま
で

の
歴
史
か
ら
何
を
学
び
取
る
か
、
そ
の
歴
史
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
の
「
い
ま
」
を
、
ど
の
よ
う
に
次
に

繋
げ
て
い
く
か
、
で
あ
る
。

大
学
は
、
国
立
大
学
、
公
立
大
学
、
私
立
大
学
と
設
置
者
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
三
者
に
共
通
す
る
大

学
の
教
育
研
究
と
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
法
人
活
動
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
当
然
三
者
の
違
い
も
明
ら
か
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に
し
た
。
さ
ら
に
、
最
初
に
述
べ
た
現
在
の
大
学
の
課
題
と
解
決
の
方
向
を
示
す
よ
う
に
努
め
た
。

本
書
の
成
り
立
ち
を
説
明
す
る
。

第
Ⅰ
章
の
「
大
学
の
存
在
」
で
は
、
最
初
に
大
学
の
法
的
基
盤
が
憲
法
を
基
に
、
教
育
法
制
度
に
よ
っ

て
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
戦
前
は
天
皇
に
教
育
大
権
が
あ
り
、
教
育
勅
語
を
精
神
的
な
支
柱

と
す
る
教
育
制
度
の
な
か
で
、
教
育
に
関
わ
る
法
令
は
勅
令
で
あ
る
、「
勅
令
主
義
」
で
あ
っ
た
。
そ
の

法
制
度
は
、
戦
後
の
憲
法
の
も
と
で
、
国
民
主
権
に
よ
り
教
育
も
国
会
で
審
議
さ
れ
、
制
定
さ
れ
る
法
律

に
よ
る
「
法
令
主
義
」
に
大
転
換
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
学
問
の
自
由
と
、
大
学
の
自
治
も
確
固
と
し
た

基
盤
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
Ⅱ
章
の
「
大
学
の
理
念
と
大
学
の
歴
史
」
で
は
、
大
学
存
在
の
理
念
と
、
建
学
の
精
神
を
取
り
上
げ

た
。
広
く
大
学
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
理
念
の
意
味
、
大
学
創
立
の
志
の
表
現
で
あ
る
建
学
の
精
神
が

日
本
独
自
の
も
の
か
と
の
問
題
提
起
を
含
め
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
帝
国
大
学
の
頂
点
支
配
と
、
存
続
を

か
け
る
私
立
大
学
の
苦
闘
に
つ
い
て
述
べ
、
特
に
私
立
大
学
創
設
の
基
盤
に
、
徳
川
時
代
の
民
衆
の
教
育

活
動
が
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を
書
い
た
。

第
Ⅲ
章
の
「
経
営
管
理
の
確
立
」
で
は
、
筆
者
の
永
年
の
主
張
で
あ
り
、
盟
友
澤
田
進
氏
と
と
も
に
、

大
学
界
の
理
解
を
求
め
論
議
を
重
ね
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
「
管
理
運
営
」
か
ら
、「
経
営
管
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理
」
へ
の
転
換
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
近
年
我
々
の
考
え
方
に
賛
意
を
表
す
見
解
が
学
会
誌
に
発
表
さ
れ

た
の
で
、
紹
介
し
た
。

第
Ⅳ
章
の
「
大
学
の
組
織
運
営
」
は
、
国
立
、
公
立
、
私
立
大
学
の
組
織
運
営
―
―
大
学
で
は
ど
の
よ

う
に
法
人
と
大
学
の
一
体
的
組
織
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
示
し
て
説

明
し
た
。
ま
た
大
学
の
執
行
機
関
で
あ
る
学
長
と
、
意
見
具
申
機
関
で
あ
る
教
授
会
、
委
員
会
・
会
議
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

第
Ⅴ
章
の
「
一
般
組
織
と
異
な
る
大
学
の
特
性
」
で
は
、
三
つ
の
特
性
を
取
り
上
げ
た
。
一
つ
は
大
学

教
員
の
持
つ
専
門
職
的
権
限
で
あ
る
。
従
来
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
日
本
の
研
究
が
少
な
い
な
か
で
書

い
た
の
で
、
ご
批
判
を
待
ち
た
い
。
二
つ
は
、
意
思
決
定
と
合
意
形
成
は
大
学
で
は
困
難
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
解
決
に
つ
い
て
述
べ
た
。
三
つ
は
、
非
営
利
組
織
と
し
て
の
大
学
は
、
一
般
企
業
と
異
な
る
特
質
、

た
と
え
ば
業
種
転
換
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

第
Ⅵ
章
の
「
事
務
組
織
と
事
務
職
員
」
で
は
、
戦
後
の
新
制
大
学
の
極
め
て
単
純
な
事
務
組
織
か
ら
、

大
学
の
規
模
拡
大
に
合
わ
せ
て
事
務
組
織
が
発
展
し
た
が
、
事
務
職
員
の
役
割
が
変
貌
し
て
き
た
事
情
を

述
べ
、
期
待
さ
れ
る
職
員
像
の
構
築
が
急
が
れ
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
も
、
従
来
の
事

務
屋
と
の
見
方
か
ら
大
変
換
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
力
説
し
た
。
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第
Ⅶ
章
の
「
経
営
改
革
と
組
織
運
営
の
課
題
」
で
は
、
現
在
の
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
な
か
で
、
国

の
文
教
政
策
の
一
端
に
位
置
す
る
大
学
へ
の
、
最
近
の
三
度
に
及
ぶ
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
、
日
本
学

術
会
議
の
報
告
を
理
解
し
、
そ
の
示
さ
れ
た
意
図
を
い
か
に
正
確
に
大
学
改
革
、
特
に
教
育
改
革
に
結
び

つ
け
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
教
学
改
革
を
支
え
、
経
営
主
体
と
一
体
に
な
っ
て
経
営
管
理
を
い

か
に
展
開
す
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
。
い
わ
ば
、
こ
の
本
の
中
心
課
題
の
解
明
で
あ
り
、
最
も
力
を
尽
く

し
た
章
で
あ
る
。

付
録
と
し
て
、
経
営
管
理
の
入
門
の
役
割
を
期
待
し
て
「
経
営
管
理
入
門
」
を
巻
末
に
揭
載
し
た
の
で
、

役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

書
名
を
、『
大
学
の
経
営
管
理
―
―
原
論
の
試
み
』
と
し
た
の
は
、
大
学
の
経
営
管
理
の
研
究
は
、
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
理
論
的
な
発
展
を
期
待
し
て
、
先
駆
け
を
自
覚
し
て
「
原
論
の
試

み
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
新
し
い
考
え
方
を
示
し
た
の
で
、
厳
し
い
ご
批
判
を
お
願
い
す
る
。

　
　

二
〇
一
七
年
五
月	

著
者
識　
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大
学
の
存
在



　2

１　

大
学
の
法
的
基
盤

日
本
は
法
治
主
義
の
国
で
あ
り
、
大
学
が
社
会
的
存
在
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
法
体
系
に
よ
っ
て

正
当
性
を
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
等
教
育
を
包
含
す
る
教
育
を
律
す
る
法
律
の
体
系
は
「
教

育
法
制
」
と
い
わ
れ
、
国
の
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
か
ら
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
、
私
立
学
校
法
に

加
え
て
、
大
学
に
特
有
な
国
立
大
学
法
人
法
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
、
大
学

設
置
基
準
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
憲
法

国
の
最
高
法
規
で
あ
り
（
こ
の
こ
と
は
憲
法
第
九
十
八
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
）、
大
学
の
存
在
の
根
源
で

あ
る
学
問
の
自
由
、
大
学
の
自
治
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
教
育
に

関
す
る
法
律
は
、
憲
法
に
定
め
る
方
式
に
よ
っ
て
国
会
に
お
い
て
制
定
・
改
廃
さ
れ
る
。
必
要
な
条
項
の

内
容
を
示
す
。
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第
十
九
条
：
思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
３
：	

国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
の
い
か
な
る
宗
教
活
動
も
し
て
は
な
ら
な

い
。

第
二
十
一
条
：
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

第
二
十
三
条
：
学
問
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

第
二
十
六
条
：	
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し

く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

　
　
　
　

２
：	

す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
護
す
る
子
女
に
普
通
教

育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
。

第
八
十
九
条
：	

公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組
織
若
し
く
は
団
体
の
使
用
、
便
益
若
し

く
は
維
持
の
た
め
、
又
は
公
の
支
配
に
属
さ
な
い
慈
善
、
教
育
若
し
く
は
博
愛
の
事

業
に
対
し
、
こ
れ
を
支
出
し
、
又
は
そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

※	

こ
の
条
項
と
私
学
助
成
が
抵
触
し
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
の
監
督
を
受
け
て
い
れ
ば
「
公

の
支
配
」
に
属
す
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
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◦
学
校
の
設
置
、
廃
止
等
は
学
校
教
育
法
の
規
制
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
　

◦
学
校
法
人
の
設
立
、
運
営
等
に
つ
い
て
、
私
立
学
校
法
の
規
制
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
　

◦	

助
成
を
受
け
る
学
校
法
人
に
対
し
て
は
所
轄
庁
が
監
督
し
、
予
算
の
変
更
、
役
員
の
解
職
勧
告
の

権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
（
私
学
振
興
助
成
法
第
十
二
条
）。

　

な
ど
か
ら
、
公
の
支
配
が
及
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
憲
法
が
示
し
て
い
る
、
学
問
の
自
由
、
思
想
及
び
良
心
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
教
育
を
受
け
る

権
利
と
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
な
ど
の
基
本
的
な
人
権
、
自
由
権
は
、
大
学
の
存
続
と
発
展
に
と
っ
て

き
わ
め
て
重
要
で
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
憲
法
第
十
章
第
九
十
七
条
「
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す

る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、

過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
の
自
由
及
び
権
利
の
保
持
責
任
に
つ
い
て
第
十
二
条
に
「
こ

の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
以
下
略
）」
と
国
民
に
求
め
て
い
る
。
大
学
と
そ
の
構
成
員
は
、
大
学
の
自
由
な
発
展

の
た
め
に
、
こ
の
要
請
に
真
摯
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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お
わ
り
に

わ
た
し
が
後
半
生
に
追
求
し
た
大
学
の
「
経
営
管
理
」
を
、
よ
う
や
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
中
、
戦
後
の
厳
し
い
環
境
の
な
か
で
、
育
て
て
く
れ
た
父
母
に
本
書
を
捧
げ
る
。

わ
た
し
が
大
学
に
職
を
得
た
の
は
、
戦
後
一
五
年
の
頃
で
、
旧
大
倉
高
商
が
新
制
大
学
に
転
じ
て
一
〇

年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
職
員
も
学
生
も
貧
し
く
、
校
舎
は
貧
弱
で
あ
っ
た
が
、
学
ぶ
意
欲
は
横
溢
し

て
い
た
。
学
生
時
代
の
恩
師
、
渡
辺
輝
雄
先
生
か
ら
生
涯
研
究
す
る
こ
と
、
自
ら
の
尊
厳
の
た
め
に
は
戦

う
こ
と
を
辞
さ
な
い
と
い
う
先
生
自
ら
の
生
き
方
を
教
え
ら
れ
た
。

大
学
で
職
員
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
の
管
理
職
研
修
の
委
員
の
仕
事
に
一
三
年
間

携
わ
っ
た
。
そ
の
運
営
委
員
会
で
委
員
長
の
澤
田
進
氏
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
公
私

に
わ
た
っ
て
世
話
に
な
り
、
近
年
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
佐
藤
進
氏
や
、
尼
子
卓
司
氏
、
高
橋
邦
彦
氏
な
ど
多

数
の
人
と
の
交
わ
り
で
沢
山
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
の
間
の
勉
強
が
こ
の
本
を
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
連

盟
加
盟
大
学
の
管
理
職
百
数
十
名
が
、
草
津
な
ど
で
四
泊
五
日
の
講
義
と
討
議
に
よ
っ
て
資
質
の
向
上
を
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は
か
っ
た
。
最
後
の
三
年
間
は
わ
た
し
が
委
員
長
を
務
め
た
。
当
時
の
熱
気
は
、
自
分
た
ち
が
大
学
の
将

来
を
担
う
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
り
、
大
学
が
マ
ス
時
代
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
時
代
へ
の
転
換
点
に
差
し

掛
っ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。

東
京
経
済
大
学
を
定
年
退
職
後
に
、
芝
浦
工
業
大
学
の
常
務
理
事
と
な
り
、
す
ぐ
れ
た
経
営
者
の
石
川

洋
美
理
事
長
の
も
と
で
、
大
学
の
経
営
管
理
を
第
一
線
で
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
武
蔵
野
美
術
大
学
の
理
事
に
転
じ
、
こ
こ
で
は
法
人
と
大
学
の
関
係
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

本
庄
幹
也
氏
と
木
村
修
三
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

三
つ
の
大
学
を
経
験
し
た
と
こ
ろ
で
、
七
五
歳
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
大
学
職
員
の
能
力
の
向

上
を
は
か
り
、
社
会
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
法
政
大
学
を
退
任
さ
れ
た
和
田
實
一

氏
と
は
か
っ
て
、
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）「
大
学
職
員
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
多
く
の
人
の
参
画
と
協
力
に
よ
っ
て
、
今
年
幸
い
に
一
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

和
田
氏
に
は
事
務
局
長
の
重
責
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
大
学
基
準
協
会
の
事
務
局
長
に
転
じ
て
、

在
職
中
病
で
逝
去
さ
れ
た
。
わ
た
し
が
初
代
の
理
事
長
に
就
任
し
、
二
代
は
澤
田
進
氏
、
事
務
局
長
は
辻

野
史
朗
氏
に
ご
苦
労
を
お
願
い
し
た
。
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鬼
籍
に
入
ら
れ
た
芝
浦
工
業
大
学
か
ら
の
畏
友
石
渡
朝
男
氏
と
短
大
協
会
か
ら
の
杉
田
均
氏
な
ど
、
多

く
の
お
力
添
え
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。

い
ま
、
遠
井
郁
雄
氏
が
理
事
長
、
小
野
塚
文
雄
氏
が
事
務
局
長
で
、
理
事
の
井
原
徹
、
早
乙
女
徹
、
西

井
康
彦
、
千
葉
秀
悦
の
各
氏
が
研
修
の
講
義
を
さ
れ
、
一
緒
に
学
ん
で
い
る
。

こ
の
本
は
、
い
ま
ま
で
『
私
学
経
営
』
な
ど
の
雑
誌
や
、
学
会
誌
に
掲
載
し
た
も
の
に
手
を
加
え
、
新

た
に
四
つ
の
章
を
書
き
加
え
た
。
そ
の
際
、
資
料
提
供
な
ど
で
小
野
塚
文
雄
氏
の
ご
助
力
を
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
の
忌
憚
の
な
い
ご
批
判
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
で
は
Ｓ

Ｄ
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

厳
し
い
出
版
事
情
の
な
か
で
、
出
版
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
論
創
社
社
長
の
森
下
紀
夫
氏
と
、
編

集
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
永
井
佳
乃
さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

わ
た
く
し
は
、
友
人
に
恵
ま
れ
、
旧
制
中
・
高
校
の
同
期
の
仲
間
や
大
学
の
後
輩
と
の
会
合
、
ゼ
ミ
の
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先
輩
・
後
輩
や
、
社
会
に
出
て
最
初
に
教
え
た
中
学
の
教
え
子
と
の
小
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
る
。
良
き
友

で
あ
っ
た
萩
原
久
利
さ
ん
、
佐
藤
惣
三
さ
ん
、
曽
根
春
海
さ
ん
、
井
川
清
さ
ん
を
は
じ
め
、
逝
っ
て
し

ま
っ
た
友
へ
の
思
い
は
尽
き
な
い
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
幾
つ
か
の
病
気
を
克
服
し
て
今
日
に
い
た
っ
た
の
は
、
妻
知
子
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

　
　

二
〇
一
七
年
六
月

小
日
向
允　
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